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前
回
、
「
ド
イ
ツ
飯
」
に
対
し
て
失
礼

な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
回

は
季
節
の
食
べ
物
を
紹
介
し
よ

う
。
春
の
食
卓
を
飾
る
の
は
何
と

い
っ
て
も
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
と
い

う
。
白
く
て
太
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
、
塩

と
砂
糖
を
少
々
加
え
た
お
湯
で
 茹
 で
、
市

ゆ

販
の
ソ
ー
ス
を
か
け
て
食
べ
る
の
が
定
番

だ
。そ
の
昔
、ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
時
代

に
も
食
べ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、い
つ

ご
ろ
か
ら
か
、
苗
を
砂
地
の
中
に
埋
め
、

シ
ー
ト
を
か
け
て
日
に
当
た
ら
な
い
よ
う

に
し
て
育
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
畑
は
ド
イ
ツ
全
体
で
２

万
４
千
㌶
ほ
ど
、
多
く
は
北
部
に
あ
り
、

こ
こ
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
も
主
産
地
の

一
つ
で
あ
る
。５
月
下
旬
、研
究
所
の
見
学

ツ
ア
ー
で
訪
ね
た
農
場
に
は
　
㌶
も
の
畑

６５

が
あ
り
作
業
場
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
若

い
女
性
が
洗
浄
や
仕
分
け
を
し
て
い
た
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
は
利
尿
作
用
が
あ

り
、
ま
た
カ
ロ
リ
ー
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
い
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
か
、
ド
イ
ツ
人
は
春
に
な
る
と

み
な
一
生
懸
命
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
食
べ

る
。も
っ
と
も
、脂
肪
た
っ
ぷ
り
の
ソ
ー
ス

を
か
け
る
の
で
効
果
は
疑
わ
し
い
。
見
学

と
昼
食
の
あ
と
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
関
す

る
ク
イ
ズ
大
会
が
あ
っ
た
。
わ
が
チ
ー
ム

（
私
ほ
か
３
人
）
は
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

実
は
赤
色
で
あ
る
」
に
は
○
を
し

て
正
解
だ
っ
た
が
、
「
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
に
は
 媚
  薬
 的
効
果
が
あ
る
」

び
 や
く

を
テ
レ
ビ
番
組
の
受
け
売
り
で
○
に
し
た

ら
×
だ
っ
た
。
「
科
学
的
に
は
証
明
さ
れ

て
い
な
い
」
そ
う
で
あ
る
。
優
勝
は
所
長

さ
ん
チ
ー
ム
。
一
同
、
納
得
し
た
次
第
。

　
（
明
治
大
学
農
学
部
食
料
環
境
政
策
学

科
専
任
教
授
）

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
日
々

農業共済新聞の過去記事は、
インターネットの有料サイト
「G-Search」や「日経テレ
コン」で検索・閲覧できます。

農業共済新聞ホ
ームページ（右
がＱＲコード）
と併せて活用く
ださい。

過去の
記事も
読めます

市
田
 知
子

改正農災法は与党な
どの賛成多数で可
決、成立した（１６日
夕刻、参院本会議）

　
地
方
に
は
他
集

落
や
遠
方
に
娘
が

嫁
入
り
す
る
際
、

そ
の
家
に
伝
わ
る

地
野
菜
の
種
を
 行
 
こ
う

 李
 に
忍
ば
せ
る
風
習
が
あ
る
と

りい
う
。
そ
の
種
が
実
を
結
び
、

主
婦
と
し
て
家
族
を
支
え
る
備

え
に
し
て
ほ
し
い
と
の
親
の
願

い
。
こ
の
種
は
地
野
菜
と
し
て

根
付
き
伝
承
さ
れ
る
▼
「
備
え

の
種
を
ま
こ
う
。」は
、今
年
　70

周
年
を
迎
え
る
農
業
災
害
補
償

制
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。

経
営
安
定
を
脅
か
す
万
が
一
の

障
害
に
対
し
て
、「
備
え
」
の
意

識
を
さ
ら
に
強
固
に
広
め
る
…

と
の
決
意
を
種
に
込
め
た
。
備

え
の
種
は
、
大
地
に
し
っ
か
り

根
を
張
る
大
樹
に
育
て
た
い
。

し
か
も
咲
く
花
の
色
が
異
な
る

２
本
の
主
枝
を
も
つ
▼
改
正
農

業
災
害
補
償
法
が
国
会
で
成
立

し
た
。
幅
広
い
品
目
に
対
応
し

価
格
低
下
な
ど
を
含
め
た
収
入

減
少
を
補
て
ん
す
る
収
入
保
険

制
度
の
導
入
と
、
自
然
災
害
に

よ
る
経
済
的
損
失
を
補
て
ん
す

る
農
業
共
済
の
両
輪
で
、
農
家

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
構

築
す
る
こ
と
に
な
る
▼
農
家
が

ど
の
花
の
色
を
選
ぶ
か
は
、
経

営
に
合
っ
た
自
主
的
な
選
択
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
と
か
く
選
択

に
は
、
安
易
で
安
価
な
方
に
流

れ
や
す
く
、
「
無
保
険
状
態
の

農
家
が
で
な
け
れ
ば
い
い
が
」

と
国
会
審
議
で
も
憂
慮
す
る
多

く
の
声
が
上
が
っ
た
。
自
動
車

の
所
有
者
が
自
賠
責
保
険
と
任

意
保
険
に
加
入
す
る
よ
う
に
、

変
化
す
る
自
然
や
価
格
を
相
手

の
農
業
で
は
、
備
え
が
な
け
れ

ば
浮
き
苗
の
経
営
だ
▼
農
業
経

営
に
対
す
る
多
様
な
考
え
方
が

あ
っ
て
い
い
。
「
無
か
ら
の
災

害
再
起
は
本
当
に
難
し
か
っ

た
」と
、被
災
農
家
は
み
な
振
り

返
る
們
們
万
が
一
を
想
定
し
た

「
備
え
の
種
」の
自
己
選
択
は
、

危
機
管
理
の
鉄
則
と
い
え
る
。

改正農災法が成立
　
改
正
農
業
災
害
補
償
法
は
　
日
、参
院
本
会
議
で
与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
、成
立
し
た
。

１６

農
家
の
負
担
軽
減
な
ど
の
観
点
か
ら
農
業
共
済
事
業
を
見
直
す
と
と
も
に
、
価
格
低
下
な
ど
を
含

め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
「
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
」
（
収
入
保
険
）
を
創
設
。
両
事
業

に
よ
る
農
業
保
険
制
度
の
確
立
を
通
じ
て
農
業
経
営
の
安
全
網
を
強
化
す
る
。
施
行
日
は
２
０
１

８
年
４
月
１
日
で
、
農
林
水
産
省
は
　
年
産
か
ら
の
収
入
保
険
導
入
へ
詳
細
な
制
度
設
計
を
急
ぐ

１９

方
針
。
両
事
業
を
担
う
農
業
共
済
団
体
は
、
“
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
”
の
農
業
生
産
体
制
の
強

化
に
向
け
、
制
度
内
容
な
ど
に
関
す
る
農
家
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
基
本
に
、
農
業
共
済
ま
た
は
収

入
保
険
へ
の
加
入
推
進
に
全
力
を
挙
げ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
関
連
記
事
２
面
】

　
改
正
法
は
、
農
業
共
済
と
収
入
保

険
を
行
う
「
農
業
保
険
の
制
度
を
確

立
し
、
も
っ
て
農
業
の
健
全
な
発
展

に
資
す
る
こ
と
」を
目
的
と
す
る
。法

律
名
は「
農
業
保
険
法
」に
改
め
る
。

　
収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
を
行
う

農
業
者
（
個
人
・
法
人
）
を
対
象
と

し
、
①
保
険
期
間
中
の
農
業
収
入
金

額
が
、
基
準
収
入
に
農
業
者
が
選
択

す
る
割
合
を
乗
じ
た
額
を
下
回
っ
た

場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
一
定
割
合

を
支
払
う
②
保
険
方
式（
掛
け
捨
て
）

に
、
積
立
方
式
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
③
保
険
料
率
は
危
険
段

階
別
に
設
定
す
る
們
們
な
ど
を
規
定

し
た
。国
が
保
険
料
の
２
分
の
１
と
、

積
立
方
式
に
よ
る
補
て
ん
の
４
分
の

３
を
負
担
す
る
旨
を
明
記
し
、
農
家

が
安
心
し
て
加
入
で
き
る
よ
う
政
府

の
再
保
険
を
措
置
し
、
大
災
害
な
ど

で
も
確
実
に
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ

る
仕
組
み
も
担
保
し
た
。

　
な
お
、
基
準
収
入
は
直
近
５
年
間

の
収
入
を
基
本
に
設
定
す
る
が
、
具

体
的
な
算
定
方
法
な
ど
は
農
林
水
産

省
が
省
令
で
規
定
す
る
。
農
業
者
の

選
択
割
合
・
補
て
ん
割
合
（
と
も
に

９
割
を
上
限
）
や
保
険
料
率
（
現
時

点
で
は
農
家
負
担
１
％
で
試
算
）
、

具
体
的
な
対
象
収
入
な
ど
も
今
後
、

正
式
に
決
定
す
る
。

　
実
施
主
体
は
、
農
業
共
済
団
体
が

新
た
に
設
立
す
る
全
国
農
業
共
済
組

合
連
合
会
（
全
国
連
）
が
担
う
。
全

国
連
は
、
保
険
金
支
払
い
ま
で
の
つ

な
ぎ
融
資
の
業
務
も
担
い
、
農
業
共

済
組
合
や
市
町
村
な
ど
に
事
務
委
託

で
き
る
規
定
も
整
備
し
た
。

　
収
入
保
険
の
加
入
受
付
は
　
年
秋

１８

に
開
始
す
る
予
定
で
、
農
業
共
済
団

体
は
　
年
４
月
の
全
国
連
設
立
に
向

１８

け
た
準
備
を
加
速
さ
せ
る
。
国
や
関

係
団
体
と
も
連
携
し
、
青
色
申
告
の

普
及
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
収

入
保
険
は
、
農
業
共
済
と
収
入
減
少

影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
）
や
、
野

菜
価
格
安
定
制
度
な
ど
類
似
制
度
と

選
択
加
入
と
な
る
こ
と
か
ら
、
農
家

へ
の
分
か
り
や
す
い
制
度
説
明
に
必

要
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
材
な
ど
の

整
備
も
進
め
る
方
針
だ
。

　
農
業
共
済
は
、
収
入
保
険
の
導
入

と
合
わ
せ
て
　
年
産
か
ら
農
作
物
共

１９

済
の
任
意
加
入
制
へ
の
移
行
が
決
ま

っ
た
。
共
済
金
の
支
払
い
が
な
い
場

合
な
ど
に
掛
金
の
一
部
を
払
い
戻
す

こ
と
が
で
き
る
無
事
戻
し
は
、
新
た

に
義
務
化
す
る
「
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
」
（
共
済
事
故
の
発
生
状
況

な
ど
危
険
の
程
度
に
応
じ
て
掛
金
率

を
設
定
す
る
仕
組
み
）
の
定
着
を
念

頭
に
　
年
度
ま
で
で
廃
止
す
る
。
家

２１

畜
共
済
に
お
け
る
死
亡
廃
用
共
済
と

疾
病
傷
害
共
済
の
分
離
な
ど
も
規
定

し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
共
済
の
一
筆
方
式
は

今
後
、
省
令
で
　
年
産
ま
で
で
原
則

２１

廃
止
と
す
る
が
、
農
作
物
共
済
は
一

筆
方
式
の
加
入
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
従
来
の
「
一
筆
全
損
特
例
」
に

加
え
、　
％
以
上
の
減
収
が
見
込
ま

５０

れ
る
圃
場
に
つ
い
て
は
坪
刈
り
な
ど

を
行
わ
ず
に
　
％
の
減
収
と
し
て
共

５０

済
金
を
支
払
う
「
一
筆
半
損
特
例
」

な
ど
、
よ
り
安
い
事
務
負
担
・
掛
金

で
損
害
を
補
償
す
る
仕
組
み
を
導
入

す
る
。

　
国
会
審
議
で
は
、
任
意
加
入
制
へ

の
移
行
や
一
筆
方
式
の
廃
止
に
伴

い
、
被
害
の
少
な
い
地
域
な
ど
で
無

保
険
者
が
発
生
す
る
と
の
懸
念
が
挙

が
っ
た
。
ま
た
、
収
入
保
険
の
安
定

に
は
加
入
者
の
確
保
が
必
要
と
の
指

摘
が
相
次
い
だ
。
衆
院
農
林
水
産
委

員
会
は
原
案
を
一
部
修
正
し
、
農
業

保
険
の
加
入
促
進
に
向
け
、
国
は
農

業
者
が
適
切
に
制
度
を
選
択
で
き
る

情
報
提
供
な
ど
に
努
め
る
規
定
な
ど

を
追
加
。
さ
ら
に
衆
参
の
農
林
水
産

委
員
会
で
は
、
無
保
険
者
が
出
な
い

よ
う
制
度
内
容
を
十
分
に
説
明
し
、

農
業
共
済
へ
の
継
続
加
入
ま
た
は
収

入
保
険
へ
の
加
入
を
進
め
る
な
ど
と

し
た
 附
  帯
 決
議
を
採
択
し
た
。

ふ
 た
い

　
な
お
、農
林
水
産
省
は
、農
業
共
済

へ
の
加
入
促
進
に
向
け
、
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
や
一
筆
半
損
特
例
の

導
入
と
と
も
に
、
集
団
単
位
で
簡
易

に
加
入
で
き
る
方
式
の
改
善
や
毎
年

の
加
入
手
続
き
を
省
略
で
き
る
自
動

継
続
特
約
な
ど
も
措
置
す
る
考
え
。

農
家
の
経
営
発
展
を
目
的
と
し
た
融

資
・
事
業
の
採
択
の
際
に
は
、農
業
共

済
ま
た
は
収
入
保
険
へ
の
加
入
促
進

に
努
め
る
方
針
も
示
し
て
い
る
。

経営安定へ 加入促進に全力

「
農
業
保
険
法
」と
し
て〝
備
え
〟強
固
に

農業共済と収入保険で安全網を充実

新
た
に
全
国
連
設
立


